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【この取説について】
本説明書はNASの設定を行う手順を説明しております。� �
基本的な導入に関しましては、取扱説明書第一部「センちゃんと行く　裸族の二世帯住宅NASセット
アップの旅　旅のしおり」をご参照ください。
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1.

【NASの全般的な設定をする】
NASの全般的な設定を行うには初期設定ウィザードを使用します。

■設定方法

2.

【カンタン設定】＞【クイックセットアップ】＞【ウィザード】

設定ツールにログインして【簡単設定】＞
【クイックセットアップ】＞【ウィザード】
を開きます。

■言語選択
使用言語を選択して次へをクリック 
します。

■管理者（admin）パスワードの設定
管理者の設定ツールへのログインパス
ワードを設定します。
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4.

3.

5.

■ホスト名設定
Windows/Bonjourからアクセスされ
る際に使われる名前を設定します。

マイコンピュータやSafariからこの名
前で認識されるようになります。

■インターネットプロトコル設定
LANの設定を行います。

この数値を自動から変更する場合は、あ
らかじめお使いのネットワーク管理者に
相談してください。

■時間設定
システム時間とタイムゾーンの設定を
行います。
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6. ■設定完了
設定を反映させます。

【カンタン設定】＞【クイックセットアップ】＞【ウィザード】
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ユーザーとグループと共有
裸族の二世帯住宅NASはセキュリティをユーザーごと、グループごとに分けて管理しています。

グループαから読み書き許可

ユーザーA ユーザーB ユーザーC ユーザーD

〈共有とグループ例〉

グループαグループα グループβグループβ

共有1共有1
グループβから読み書き許可
ユーザーDから読み取りのみ許可

共有2共有2

グループα：ユーザーAとユーザーBが属しています。
グループβ：ユーザーBとユーザーCが属しています。
共有1：グループαからの読み書きを許可しています。
共有2：グループβからの読み書きとユーザDからの読み取りのみを許可しています。

このように設定するとユーザA、Cからは自分の属しているグループの許可されている共有は読み書き可能です
が、属していない共有は読み書きができません。
ユーザBは両方の読み書きができるグループに属していますので共有1、共有2双方読み書き可能です。
ユーザDは双方のグループに属していませんが、共有2に読み取りのみ可能なユーザーとして設定されていま
すので、共有2を読み取りが可能となります。

・…guest-shareとpublic… …
この二つの共有は初期設定から設定されている特殊な共有です。
・…public… …

ログインしているユーザすべてからアクセス可能です。
・…guest-share… …

誰でも（ログインしていなくても）アクセス可能です。

※ USB接続ディスクとHDDをRAIDを使用しないで別々に利用する方法では容量すべてがguest-shareと同
じ扱いでマウントします。  
ex：USB1、USB2、IDE3

【セキュリティ設定】

【カンタン設定】＞【クイックセットアップ】
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■ユーザーの追加

ユーザーを簡単に追加できます。
※編集や削除をする場合は、【詳細設定】＞【ユーザーとグループ】＞【ユーザー管理】を使ってください。

3.

2.

【カンタン設定】＞【クイックセットアップ】＞【ユーザーの追加】

1. 設定ツールにログインして【簡単設定】＞
【クイックセットアップ】＞【ユーザーの
追加】を開きます。

■ユーザーの追加
ユーザー名、パスワード（二箇所）、プラ
イベートフォルダ利用の有無、を設定し
て[次のページ]をクリックします。

■参加するグループの設定
所属するグループを選択して[追加]で
グループに所属させます。

設定できたら[次のページ]をクリックし
ます。

■共有の許可
共有フォルダのアクセス許可を設定し
ます。
※�個別に共有のアクセス許可を設定しなくて
も、所属しているグループのアクセス許可
があれば共有にはアクセス可能です。

[完了]をクリックするとユーザーが登録
されます。
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■グループの追加

グループを簡単に追加できます。
※編集や削除をする場合は、【詳細設定】＞【ユーザーとグループ】＞【グループ管理】を使ってください。

2.

3.

【カンタン設定】＞【クイックセットアップ】＞【グループの追加】

1. 設定ツールにログインして【簡単設定】＞
【クイックセットアップ】＞【グループの
追加】を開きます。

■グループの追加
作成グループ名を入力します。
名前を入力したら[次のページ]をクリッ
クします。

■所属するユーザーの設定
グループに所属するユーザーを選択し
ます。
設定できたら、[次のページ]をクリック
します。

■共有の許可
このグループに許可される共有を設定
します。
※�グループに共有フォルダのアクセス許可を
設定しなくても、ユーザーにアクセス許可が
あれば共有にはアクセス可能です。

[完了]をクリックするとグループが登録
されます。
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■共有の追加

共有を簡単に追加できます。
※編集や削除をする場合は、【詳細設定】＞【サーバー設定】＞【共有の管理】を使ってください。

【カンタン設定】＞【クイックセットアップ】＞【共有の追加】

3.

2.

1. 設定ツールにログインして【簡単設定】
＞【クイックセットアップ】＞【共有の追
加】を開きます。

■共有の追加
共有名、共有の説明を入力します。
※[共有の場所]は自動的に設定されます。

■Windows,FTPアクセス
WindowsやFTPアクセスの許可を設
定します。

■NFSアクセス
NFSのアクセス許可を設定します。
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【詳細設定】

設定ツールの詳細設定についてのを説明します。

【詳細設定】＞【ユーザー管理】

■ユーザーとグループ
・…ユーザー管理… …

ユーザー情報の編集と追加を行うことができます。

■登録されているユーザー
登録されているユーザーの一覧が表示されます。
※adminとguest-shareはシステムユーザーですので削除することができません。

すでに登録されているユーザー情報を編集する場合はリストに載っているユーザーをクリックして編
集します。【フォームのクリア】をクリックしてユーザー名に名前を入力します。

■ユーザー名
ユーザー名を入力します。
※[登録されているユーザー]をクリックしてユーザー情報を編集している場合は変更できません。
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■パスワード、パスワード確認
ユーザーのパスワードを入力します。（確認）欄に同じパスワードを入力しないと登録されません。

（省略可）

■説明
ユーザーの説明を入力します。（省略可）

■プライベートフォルダ（共有）を作成
このユーザーにしかアクセスできないプライベートフォルダを作成するかを選択します。
※…注意!!… …

すでにチェックが入っている状態でチェックを外すと、ユーザーのプライベートフォルダに保存してあった情報は失
われます。

■容量制限（クォータ）を設定する
ユーザーが利用可能なディスク容量を決定します。この項目が設定してあると、設定してある容量以
上にデータを書き込むことができません。

■保存
ユーザーの登録/編集を確定します。このボタンを押すまで登録および編集は反映されません。

■フォームのクリア
現在入力/選択した内容を消去します。
※[保存]ボタンで確定した内容はキャンセルできません。

■グループ
選択中のユーザーをグループに登録します。クリックするとグループへ所属画面に切り替わります。
このボタンは[登録されているユーザー]をクリックして編集している場合にしか機能しません。
新規ユーザーのグループ登録は、[保存]を押して追加を確定してから、ユーザーを選んで行います。

左側が所属しているグループ、右側が登録されていて所属していないグループです。
グループ名をクリックして[追加]ないし｢削除｣ボタンで所属/非所属を選択します。
[保存]ボタンで確定、[キャンセル]ボタンでユーザー管理の画面に戻ります。

■ユーザーの削除
ユーザーを削除します。
ユーザーを削除すると、そのユーザーのプライベートフォルダの内容も削除されます。



11

【詳細設定】＞【グループ管理】

・…グループ管理… …
グループの編集と登録を行うことができます。

■登録されているグループ
登録されているグループの一覧が表示されます。
※guest-shareグループはシステムグループなので削除することができません。

■グループ名
グループ名を入力します。
※[登録されているグループ]をクリックして選択している場合は変更できません。

■保存
入力したグループを登録します。
※[登録されているグループ]をクリックしている場合はクリックしても反応しません。

■フォームのクリア
現在入力した内容を消去します。
※[保存]ボタンで確定した内容はキャンセルできません。
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■所属ユーザー
選択しているグループの所属ユーザーを変更します。クリックすると所属するユーザーの設定画面に
切り替わります。このボタンは[登録されているグループ]をクリックして編集している場合にしか機能
しません。
新規グループの所属ユーザー登録は、[保存]でグループを登録してから、[登録されているグループ]
から選んで行います。

左側が所属しているユーザー、右側が所属していないユーザーです。ユーザー名をクリックして追
加]ないし｢削除｣ボタンで所属/非所属を選択します。[保存]ボタンで確定、[キャンセル]ボタンでグ
ループ管理の画面に戻ります。

■グループの削除
選択しているグループを削除します。
グループを削除しても保存しているデータには影響はありません。
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【詳細設定】＞【サーバー設定】＞【ファイルサーバー】

■サーバー設定

・…ファイルサーバー… …
ファイルサーバ機能の設定を行います。

■Character�Set
ファイル名をどの文字コードで利用するかを設定します。特に問題がない場合はJapan(CP932)か
ら変更しないでください。
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■Windowsファイルサーバ設定
Windowsからアクセスする場合のファイルサーバ機能を設定します。
・…使用する… …

Windowsのファイルサーバ機能を使用するかどうかを設定します。  
チェックがオンになっていないとWindowsからファイルサーバとして利用できません＝NASとし
て利用できません。
・…ワークグループ… …

Windowsネットワーク上のワークグループ名を設定します。
・…説明… …

Windowsネットワーク上で表示される説明文を入力します。
・…WINSサーバ（オプション）… …

WINSサーバを入力します。この項目は必須ではありません。  
入力する場合はお使いのネットワークの管理者にお問い合わせください。

■FTPサーバ設定
FTPサーバ機能を設定します。

・…使用する… …
FTPサーバ機能を使用するかどうかを設定します。

・…ポート番号… …
FTPサーバがどのポート番号でアクセスを受け付けるかを設定します。

■NFSサーバ設定
NFSサーバ機能を設定します。
・…使用する… …

NFSサーバ機能を使用するかどうかを設定します。

■ゲストユーザーのアクセス設定
・…使用する… …

ゲストユーザーからのアクセスを許可するかを設定します。

・…容量制限（クォータ）を設定する… …
ゲストユーザーが利用可能なディスク容量を決定します。この項目が設定してあると、設定してあ
る容量以上にデータを書き込むことができません。  
設定を編集後[保存]ボタンを押すと設定が保存されて反映されます。
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【詳細設定】＞【サーバー設定】＞【共有の管理】

・…共有の管理… …
共有フォルダの編集と追加を行うことができます。

■登録されている共有
登録されている共有が表示されます。すでにある共有の情報を編集する場合は、このなかから選択し
ます。

■共有名
共有を追加する場合は共有名を入力します。
※登録されている共有を選んでいる場合は選択した共有名が表示され入力することができません。

■場所（Path）
共有のディスク上の場所が表示されます。（編集できません）

■説明
共有の説明を入力します。（省略可）
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注意!!
共有を削除すると、共有フォルダに保存してあったデータがすべて失われます!!
共有を削除する前に必ず必要なデータのバックアップを行ってください。

■Windows,FTPアクセス
Windowsサーバ機能、FTPサーバ機能でアクセス可能なグループおよびユーザーを登録します。

（クリックすると登録編集画面に切り替わります。）

■NFSアクセス
NFSサーバ機能でアクセス可能なIPおよびネットワークを登録します。（クリックすると登録編集画
面に切り替わります。）

■保存
入力した共有の編集/追加を確定します。

■フォームをクリア
現在入力した内容を消去します。
※[保存]ボタンで確定した内容はキャンセルできません。

■共有を削除
共有を削除します。
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【詳細設定】＞【サーバー設定】＞【プリンターサーバー】

・…プリンターサーバー… …

プリントサーバ機能を使用するかを設定します。

■設定する
使用する場合はチェックボックスをONにして[保存]をクリックします。
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【詳細設定】＞【システム】＞【LAN設定】

■システム

・…LAN設定… …
LAN設定を行います。設定を変更して[保存]をクリックします。

■ホスト名
ホスト名を設定します。

■IPアドレス設定
・�IPアドレスを自動的に取得 

IPアドレスをDHCPサーバから自動的に取得します（初期設定：有効）
・�次のIPアドレスを使用する 

IPアドレスを指定します。IPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイを入力します。利用
可能な数値はお使いのネットワークの管理者にご確認ください。

■DNSサーバ設定
・�DNSサーバアドレスを自動的に取得 

DNSサーバアドレスをDHCPサーバから自動的に取得します（初期設定：有効）
・�次のDNSサーバアドレスを利用する 

DNSサーバのアドレスを指定します。  
DNSサーバの名前解決にはプライマリ＞セカンダリ＞その他の順に行われます。利用可能なDNS
サーバアドレスはお使いのネットワークの管理者にご確認ください。
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【詳細設定】＞【システム】＞【時間設定】

・…時間設定… …
システム時間とタイムゾーンの設定を行います。設定を変更して[保存]をクリックします。

■日付、時刻
日付と時刻を設定します。

■タイムゾーン
タイムゾーンを設定します。(GMT*09.00)Osaka,Sapporo,Tokyo から変更しないでください。

■NTPサーバー
NTPサーバーを設定します。
デフォルトを選択した場合はプルダウンメニューからサーバを選択します。
ユーザー設定の場合はおつかいのNTPサーバーのアドレスを入力してください。
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【詳細設定】＞【システム】＞【再起動／情報／ディスク利用情報】

本機を再起動します。

[再起動]をクリックすると本機を再起動しま
す。
再起動にはおよそ3分かかります。再起動が完
了するとログイン画面に戻ります。

ファームウェアのバージョンとIPアドレ
スを表示します。

ハードディスクの使用状況を表示しま
す。

ディスク毎、ユーザー毎の表示切替が可能で
す。

・再起動

・情報

・ディスク利用情報
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【詳細設定】＞【システム】＞【エラー通知】

・…エラー通知… …
エラーの通知設定を行います。設定を変更して[保存]をクリックします。  
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■監視サービス設定
どの監視サービスのエラー通知を行うかを設定します。

■チェック間隔
エラーをチェックして通知する間隔を設定します。

■Eメール通知設定
エラーをEメールで通知する設定を行います。

・�使用する 
Eメール通知を使用するかどうかを設定します。

・�Eメールの送信テスト 
設定されたEメールアドレスにテストメールを送信します。

・�エラー通知メールサーバー 
エラー通知するメールサーバー（SMTPサーバー）を設定します。  
※使用するポートは25固定、POP Before SMTPやSMTP Authには対応していません。

　 プロバイダの提供するメールサーバではほぼ使用できませんので、ローカルメールサーバなどを
構築してエラーメールの配信を行ってください。

・�エラー通知メールアドレス 
エラー通知メールアドレスを設定します。最大5個まであて先を設定可能です。

■ポップアップ通知設定
WindowsのMessegerサービスを使ってエラー通知を行います。
※ お使いのPCでMessegerサービスが起動していることが必要です。  

ファイアウォールやアンチウイルスソフトが稼動していると動作しない場合があります。

・�使用する 
ポップアップ通知を使用するかどうかを設定します。

・�ポップアップの送信テスト 
設定されたPCにポップアップ送信テストを行います。

・�エラー通知ポップアップPC 
エラー通知するPCを設定します。PCのコンピュータ名（netbios名）を入力します。
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【詳細設定】＞【ネットワークサービス】＞【DHCPサーバー／Bonjour】

■ネットワークサービス
・…DHCPサーバー… …

本機をDHCPサーバとして利用する設定を行います。  
※ 本機はDHCPサーバがすでにネットワーク上にあることを想定しておりますので、有効にはしないでください。

ネットワーク障害が発生する場合があります。使用する場合はお使いのネットワークの管理者にご相談ください。

・…Bonjour… …
Bonjour機能の有効/無効を設定します。

・…使用する… …
Bonjour機能の有効/無効を設定します。

・…iTunessを使用する… …
Bonjour機能を使ってiTunessに応答するかどうかを設定します。



24

・…iTunesを使用する……
Bonjour機能を使ってiTunesに応答するかどうかを設定します。  
この機能が有効になっていると、iTunesの画面からNASのフォルダが直接参照できるようになります。  
ただし、あらかじめNASの中にiTunes用のフォルダを作っておく必要があります。  
 
NAS\\publicフォルダの中にmusicフォルダを作ってその中に音楽ファイルを入れておきます。

　※ publicにはログインしていない状態ではアクセスできません。  
ユーザー登録をしていない場合は、　　　ユーザー：admin/パスワードadmin　　　でログイン可能です。

guest-shareなどをネットワークドライブにマウントしている場合、ログインできない場合があります。
その場合はネットワークドライブを一旦すべて切断してから試してみてください。

　ここに入れてあるデータはiTunesのnas_Music_Boxから再生可能です。
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【詳細設定】＞【メンテナンス】＞【ディスクユーティリティ／RAID設定／ファームウェア更新／設定の保存】

■メンテナンス
・…ディスクユーティリティ… …

ディスクユーティリティの使い方(第一部SET UP編P9）を参照してください。

・…RAID設定… …
RAIDを設定するには(第一部SET UP編P14)を参照してください。

・…ファームウェア更新… …
ファームウェア（NASのシステムソフトウェア）の更新を行います。 
[参照]をクリックして更新ファイルを指定し、[更新開始]をクリックします。

　

　ファームウェアの更新は弊社ホームページからアナウンスされます。
　http://www.century.co.jp
　ファームウェアの更新はアナウンスがない限り行わないでください。

・…設定の保存… …
設定データを保存します。  
保存されるデータは各種設定データ、ユーザー、グループデータです。  
※HDDに保存してあるファイルのバックアップではありません！

　

　[保存]をクリックすると設定ファイルがダウンロードされます。
　保存されるファイル名はcrns35nas.tarです。

http://www.century.co.jp


26

【詳細設定】＞【メンテナンス】＞【設定の復元】

・…設定の復元… …
【設定の保存】で保存したデータを復元します。

注意!!
設定を復元すると現在保存されているデータが失われます。復元する設定に存在しないユーザーのデータは、
ディスクに保存したファイルも含めて失われます。設定の復元を行う前に必ずデータのバックアップを行ってく
ださい。

　

　 [参照]をクリックして保存した設定ファイル（初期設定名 crns35nas.tar）を指定し、[復元]をクリックします。 
復元には3分ほどかかります。

　

　復元が完了すると、自動的にログイン画面に戻ります。
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【詳細設定】＞【メンテナンス】＞【設定初期化】

・…設定初期化… …
設定を工場出荷時設定に戻します。

注意!!
すべてのユーザーデータ、グループが削除されます。万が一に備えてバックアップを取っておくようお願いいた
します。

プライベートフォルダに保存したデータもすべて削除されます。

guest-share、publicおよびIDEx、USBxのデータは消去しない仕様ですが、万が一に備えてデー
タのバックアップをお願いします。

[設定初期化]をクリックするとダイアログが表示されますので[OK]をクリックすると初期化が実行さ
れます。初期化を完了して再起動に3分ほどかかりますので、しばらくそのままでお待ちください。

初期化が完了するとログイン画面に戻ります。

・…Software…Update… …
※使用しません。
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【詳細設定】＞【ログファイル】

■ログファイル
各種ログファイルの参照および長くなったログの消去を行います。
各ウインドウで【消去】をクリックするとログを消去します。ログが長くなって見にくくなった場合等にお使いください。

・…Sambaログ… …
Samba（Windowsファイルサーバ機能）ログを表示します。

・…FTPログ… …
FTP（ファイル転送サーバ機能）ログを表示します。

・…DHCPサーバログ… …
本機をDHCPサーバとして使用している場合のDHCPサーバログを表示します。

・…システムログ… …
システムログを表示します。

・…管理ログ… …
設定変更等の管理情報ログを表示します。  
システムログにだけログ転送機能があります。

　

　 【システムログを次のIPアドレスに転送】欄に転送先のIPアドレスを入力して保存すると、指定した
IPアドレスにシステムログの転送を行います。  
注）Windows標準の機能ではシステムログを取得することができません。

Windows環境でシステムログを読むには、システムログを取得するアプリケーションをインストール
する必要があります。
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【販売・サポート】… …■サポートセンター
〒277–0872　千葉県柏市十

と

余
よ

二
ふた

翁
おきな

原
はら

240–9 

【TEL】04–7142–7533
…（平日 午前10時～午後５時まで）

【FAX】04–7142–7285
【Web】http://www.century.co.jp
【Mail】support@century.co.jp
～お願い～…
修理をご依頼の場合、必ず事前にサポートセンターにて受付を行ってから
発送をお願いいたします。

アンケートにご協力をお願いします
センチュリー商品をお買い求めいただき、まことにありがとうございます。
今後の商品開発などの参考にさせていただきますので、下記URLにてアンケートの入力を
お願いいたします。
どうぞよろしくお願いいたします。

～弊社商品につきましてのアンケート～
【URL】http://www.century.co.jp/que.html

サポートのご案内

http://www.century.co.jp
http://www.century.co.jp/que.html


—�本書に関するご注意�—
１．本書の内容の一部または全部を無断転載することは固くお断りします。
２．本書の内容については、将来予告なく変更することがあります。
３． 本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなど、

お気づきの点がございましたらご連絡ください。
４． 運用した結果の影響については、【３.】項に関わらず責任を負いかねますのでご了承ください。
５． 本製品がお客様により不適当に使用されたり、本書の内容に従わずに取り扱われたり、またはセン

チュリーおよびセンチュリー指定のもの以外の第三者により修理・変更されたこと等に起因して生じた
損害等につきましては、責任を負いかねますのでご了承ください。

※記載の各会社名・製品名は各社の商標または登録商標です。
※ This product version is for internal Japanese distribution only. 

It comes with drivers and manuals in Japanese. 
This version of our product will not work with other languages operating system and we 
provide help support desk in Japanese only.
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